
  

鳥
取
大
学 

  

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部 

       

部
規
約 

 

山
小
屋
規
則 

 

使
用
規
則 

  

 

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
） 



鳥
取
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
規
約 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
改
正
） 

第
一
章 

第
一
条 

 

当
部
は
米
子
医
学
部
を
除
く
鳥
取
大
学
の
各
学
生
自
治
会
に
所
属
し
、
鳥
取
大

学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
と
称
し
、
鳥
取
市
湖
山
町
南
四
丁
目
一
○
一
、
鳥

取
大
学
内
に
置
く
。 

 

第
二
条 

 

当
部
は
山
及
び
観
光
名
所
を
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
体
力
を
養
い
、

共
同
生
活
及
び
自
己
の
人
間
形
成
を
養
う
と
同
時
に
名
所
、
旧
跡
、
風
俗
等
を

学
び
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
目
的
に
対
し
て
積
極
的
に
賛
意
を
示
し

か
つ
活
動
す
る
鳥
取
大
学
生
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。 

 

第
三
条 

 

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
を
行
う
。 

 
 
 
 

 

一
、
長
期
休
暇
中
に
お
け
る
合
宿 

 
 
 
 

 

二
、
錬
成
ワ
ン
デ
リ
ン
グ 

 
 
 
 

 

三
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 
 
 
 

 

四
、（
削
除
） 

 
 
 
 

 

五
、
部
誌
及
び
他
の
機
関
紙
の
発
行 

 
 
 
 

 

六
、
そ
の
他 

  
 
 
 

 
 
 

第
二
章 

 
 

 

第
四
条 

 

入
部
希
望
者
は
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、
幹
部
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

第
五
条 

 

部
員
は
部
費
及
び
遭
難
事
故
対
策
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
六
条 

 

部
員
は
部
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、
部
会
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 



第
七
条 

 

部
員
は
部
の
名
誉
を
守
り
、
部
員
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
生
活
を
送
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
八
条 

 

幹
部
会
は
次
の
事
項
に
該
当
す
る
部
員
に
対
し
て
強
制
退
部
処
分
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

一
、
部
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
者 

 
 
 
 

 

二
、
当
部
の
活
動
、
運
営
に
障
害
と
な
る
者 

 
 
 
 

 

三
、
部
活
動
を
怠
る
者 

 
 
 
 

 

四
、
部
費
を
一
年
以
上
滞
納
し
た
者 

 

第
九
条 

 

退
部
ま
た
は
休
部
す
る
時
に
は
次
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

一
、
部
長
に
退
部
又
は
休
部
願
い
を
提
出
す
る
。 

 

 
 
 
 

 

二
、
部
長
は
部
会
に
お
い
て
そ
の
旨
を
報
告
す
る
。 

  
 
 

第
三
章 

 

第
十
条 

 

部
会
は
当
部
最
高
決
議
機
関
と
し
、
部
員
は
こ
れ
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

第
十
一
条 

部
会
は
月
に
一
回
以
上
開
く
。 

 

第
十
二
条 

部
会
は
次
の
事
を
決
議
す
る
。 

  
 
 
 

 

一
、
幹
部
会
の
決
議
事
項 

 
 
 
 

 

二
、
そ
の
他
の
事
項 

   



第
十
三
条 

任
期
末
年
一
度
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
会
で
は
次
の
事
を
決
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 
 

 

一
、
会
計
報
告
。
但
し
、
幹
部
会
外
の
代
表
二
名
が
会
計
監
査
を
行
う
。 

 
 
 
 

 

二
、
時
期
幹
部
会
員
の
選
出 

 

第
十
四
条 

部
会
、
総
会
に
関
す
る
事
項 

  
 
 
 

 

一
、
部
会
は
全
部
員
の
二
分
の
一
以
上
、
総
会
は
部
員
の
三
分
の
二
以
上
を
必

要
と
す
る
。 

 
 
 
 

 

二
、
部
会
で
の
承
認
は
、
全
部
員
の
二
分
の
一
以
上
、
総
会
で
の
承
認
は
、
全

部
員
の
三
分
の
二
以
上
を
必
要
と
す
る
。 

 
 
 
 

 

三
、
議
長
は
部
内
か
ら
選
出
す
る
。 

  
 
 

第
四
章 

 

第
十
五
条 

幹
部
会
は
当
部
の
運
営
機
関
で
あ
り
、
そ
の
構
成
部
員
は
部
長
、
副
部
長
、
主

務
、
会
計
及
び
、
渉
外
よ
り
な
り
、
任
期
は
一
月
一
日
よ
り
、
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
。 

 

第
十
六
条 

幹
部
会
は
次
の
事
を
行
う
。 

 
 

 

 
 
 
 

 

一
、
行
事
の
企
画
及
び
運
営 

 
 
 
 

 

二
、
八
条
に
お
け
る
部
員
の
処
分 

 
 
 
 

 

三
、
部
室
の
管
理
、
ゴ
ミ
の
処
分
問
題
等 

 
 
 
 

 

四
、
そ
の
他 

 

第
十
七
条 

幹
部
会
は
必
要
に
応
じ
て
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  



 
 
 
 

第
五
章 

 

第
十
八
条 

 
当
部
は
次
の
係
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 
 
 

 
 

装
備
係
、
食
糧
係
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
係
、
医
療
係
、
気
象
係
、
記
録
係
。 

 

第
十
九
条 

 

顧
問
は
本
学
教
官
に
受
け
持
っ
て
い
た
だ
く
も
の
と
す
る
。
任
期
は
定
め
な

い
。
ま
た
顧
問
は
部
活
動
に
対
し
て
助
言
、
参
加
出
来
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
条 

 

部
長
は
当
部
を
代
表
し
、
幹
部
会
及
び
部
会
を
主
催
し
、
か
つ
部
活
動
に
お

け
る
最
高
責
任
者
と
す
る
。 

 

第
二
十
一
条 

副
部
長
は
部
長
を
補
佐
し
、
第
十
八
条
に
お
け
る
各
係
の
統
括
を
行
う
。 

 

第
二
十
二
条 

主
務
は
部
内
の
庶
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
三
条 

渉
外
は
学
内
外
を
問
わ
ず
渉
外
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条 

会
計
は
、
会
計
に
関
す
る
一
切
の
管
理
、
事
務
を
行
い
、
総
会
に
お
い
て
会

計
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
五
条 

装
備
係
は
、
装
備
の
購
入
、
管
理
、
研
究
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
六
条 

食
糧
係
は
、
食
糧
に
関
す
る
研
究
及
び
食
糧
計
画
の
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
七
条 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
係
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
研
究
及
び
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
お
け
る
監
督
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
八
条 

医
療
係
は
、
医
療
に
関
す
る
知
識
の
習
得
及
び
部
員
の
医
療
知
識
の
向
上
を

図
り
、
医
療
品
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



第
二
十
九
条 

気
象
係
は
気
象
に
関
す
る
知
識
の
習
得
及
び
部
員
の
気
象
知
識
の
向
上
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
条 

 
記
録
係
は
、
各
種
記
録
の
収
集
、
整
理
、
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
一
条 

（
削
除
） 

  
 
 

第
六
章 

 

第
三
十
二
条 

幹
部
会
員
は
原
則
と
し
て
立
候
補
と
し
、
定
員
の
場
合
は
信
任
、
定
員
以
上

の
時
は
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
三
条 

次
期
幹
部
会
員
に
立
候
補
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
幹
部
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
四
条 

幹
部
会
は
次
期
選
挙
に
お
け
る
一
切
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 

第
七
章 

 

第
三
十
五
条 

当
部
の
収
入
は
、
入
部
金
、
部
費
、
そ
の
他
よ
り
な
り
、
会
計
年
度
は
総
会

よ
り
次
期
総
会
ま
で
と
す
る
。 

 

第
三
十
六
条 

入
部
金
は
、
一
千
円
と
し
、
入
部
と
同
時
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
七
条 

部
費
は
月
に
七
百
円
と
し
、
こ
れ
を
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一
月
の
四
回
に

分
け
て
二
千
百
円
ず
つ
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

    



第
三
十
八
条 

遭
難
事
故
対
策
費
は
年
間
一
千
円
と
し
、
部
活
動
の
万
一
の
遭
難
、
事
故
に

備
え
、
ま
た
そ
れ
ら
当
事
者
の
金
銭
的
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
対
策
費
の
運
用
は
幹
部
会
が
行
う
。 

 

第
三
十
九
条 

中
四
国
学
生
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
連
盟
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

事
故
資
金
と
し
て
毎
年
一
千
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 
 

第
七
章 

 

第
四
十
条 

 

本
則
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
細
則
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
細
則
は
幹
部

会
に
よ
り
決
定
及
び
改
正
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
部
会
承
認
を
必

要
と
す
る
。 

 

第
四
十
一
条 

本
則
の
改
正
は
部
会
の
場
に
お
い
て
全
部
員
の
三
分
の
二
以
上
の
承
認
を

得
て
改
正
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

               



 
山
小
屋
使
用
規
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
改
正
） 

 

山
小
屋
を
使
用
出
来
る
者
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

 
 
 
 

・
部
員 

 
 
 
 

・О

Ｂ 

 
 
 
 

・
糸
白
見
地
区
の
人 

 
 
 
 

・
山
小
屋
責
任
者
が
許
し
た
者 

 

山
小
屋
使
用
希
望
者
は
、
山
小
屋
責
任
者
に
使
用
先
日
ま
で
に
届
け
出
て
許
可
を
受
け
、

鍵
を
受
け
取
り
使
用
後
は
速
や
か
に
鍵
を
山
小
屋
責
任
者
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

使
用
責
任
者
は
、
鍵
の
返
却
時
に
使
用
状
況
の
報
告
を
す
る
こ
と
。 

 

山
小
屋
を
使
用
す
る
者
は
、
本
規
定
な
ら
び
に
注
意
事
項
を
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

             



鳥
取
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
山
小
屋
規
則 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
改
正
） 

 

山
小
屋
は
、
部
員
及
び
、
部
員
とО

Ｂ
と
の
交
流
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
東
部
中

国
山
地
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
精
神
を
追
及
し
て

い
く
た
め
の
拠
点
と
す
る
。 

 

第
一
条 

 

山
小
屋
を
鳥
取
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
旅
鳥
小
屋
と
称
す
る
。 

 

第
二
条 

 

山
小
屋
は
鳥
取
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
が
所
有
し
、
山
小
屋
責
任

者
が
管
理
・
運
営
し
、
そ
の
責
任
を
負
う
。 

 

第
三
条 

 
(

削
除) 

 

第
四
条 

 
(

削
除) 

 

第
五
条 

 
(

削
除) 

 

第
六
条 

 

山
小
屋
に
関
す
る
会
計
は
独
立
会
計
と
し
、
山
小
屋
責
任
者
が
こ
の
事
務

に
あ
た
る
。 

 

第
七
条 

 

山
小
屋
責
任
者
は
、
山
小
屋
に
関
し
て
以
下
の
事
を
行
う
。 

  
 
 
 
 

一
、
山
小
屋
の
設
備
の
維
持
管
理
及
び
運
営 

 
 
 
 
 

二
、
山
小
屋
会
計
の
総
会
に
お
け
る
報
告
、
但
し
山
小
屋
責
任
者
以
外
の

代
表
二
名
が
会
計
監
査
を
行
う
。 

   



第
八
条 

 

山
小
屋
規
則
、
使
用
規
定
の
制
定
・
改
廃
は
、
山
小
屋
責
任
者
が
発
議
し
、

部
会
で
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。 

  

第
九
条 

 

山
小
屋
責
任
者
は
必
要
に
応
じ
て
補
佐
役
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。 

  

付
則 

 
 

(

削
除)  

 
 
 
 
 
 
 
 

 


